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Abstract
　The area of tropical rain forest is decreasing rapidly after 20th century. Recently forest 
fi res are growing in size and frequency. In 1997-1998, 8 million hectares of forest was burned 
in Indonesia. In this study, physical, chemical and microbiological properties of soil in the 
fire-af fected area of Bukit Bangkirai, East Kalimantan, Indonesia, were studied. Soil 
properties in the heavily-damaged area, lightly-damaged area, and the area not damaged by 
fi re were compared. The value of pH, in relation to EC (electrical conductivity), was higher at 
heavily damaged area than other area. This result agrees with previous works showing that 
pH rises with forest fi re because of the ash produced by fi re. We also found that activity of 
free ferric iron oxide is higher in heavily damaged area.
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et al., 2004; Simon and Schwab, 2005）のみならず、土壌への影響も重要である。既往の研
究では、森林火災による土壌の（1）有機物、（2）pH、（3）鉄、（4）微生物、（5）撥水性の変
化について、報告されている。
　（1）有機物への影響：Knicker et al. （2005）は、南スペインの森林火災地と未火災地の
土壌有機物組成を 13C および 15N NMRと質量分析計（GC-MS）によって測定した。火災





　（2）pHへの影響：Ulery et al. （1993）によれば、カリフォルニアの火災によって生じ
た灰および灰の直下の土壌において、pHが 3上昇し、10.5になった。この非常に高い
pHの上昇は、Kと Naの酸化塩、水酸化塩、炭酸塩によって生じているとした。これら




　（3）鉄への影響：Ulery and Graham （1993）は、火災によって土の表層が酸化鉄の変化
により赤くなり、有機物の変化により下層が黒くなるとした。Ulery et al. （1996）は層状珪
酸塩鉱物の変化について調べ、鉄を含む層状珪酸塩の脱水酸化物反応が起きているとした。
　（4）微生物への影響：Acea and Carballas （1996）は、火災による微生物群衆の変化につ
いて調べた。長期的には、アンモニア化成菌の影響はなく、セルロース分解菌とデンプン
分解菌へは若干の負の影響、亜硝酸と硝酸を生成する菌へは正の影響があるとした。
Dumontet et al. （1996）は、基質誘導呼吸法と燻蒸抽出法によって微生物のバイオマスを
測定した。火災 11年後には、C,N,Pと土壌バイオマスは未火災地よりも小さかった。










から 200℃に加熱されると、著しく撥水性が生じる（3）燃焼温度が 280℃から 400℃に達
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すると撥水性が損なわれる、といった関係があることが分かっている。このようにして撥
水性が発現すると、土壌浸食を引き起こしやすくなることで、森林火災後の土壌浸食被害



























（重度被害林）が選定された。この無被害林、軽度被害林、重度被害林に 1ヵ所ずつ 1 ha
の調査区が設けられ、それぞれ K区（Control）、LD区（Lightly-damaged area）、HD区
（Heavily-damaged area）としている（図 2）。各調査区はさらに 10m× 10mのサブ区に区
分されている。
2.2.　現地調査とサンプリング
　HD区の 3地点、LD区の 4地点、K区の 4地点、合計 11地点の試料について、それぞ





度（EC）は、1:5法により測定した。水溶性有機炭素（WSOC; Water Soluble Organic 
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とで、有機物が燃焼した量を質量の減少量から測定した。
　土壌の色については、土色計（SPAD-503）で色相、明度、彩度を測定した。土壌の撥
















（R = 0.963**）。K区 A層土壌のうちの 1つのみ、全炭素 18％、全窒素 0.48という極めて
高い有機物含量を示し、その試料において C/N比が 38という高い値を示したが、その他
の試料では C/N比は 30以下であった。特異的に C/N比が高い 1つの試料を除いて、全
炭素と全窒素の直線回帰から C/N比を求めたところ、C/N比は 18であった。無被害林（K
区）では、平均的に有機物の量が多く、特異的に有機物量が大きい 1つの試料を除いても、





























性有機炭素の量との相関があり（R = 0.77**）、全炭素とも強い相関があった（R = 0.93**）。
無被害林における撥水性は、土壌中の有機物質によるものであると考えられた。






図 5　水溶性全窒素とアンモニア態窒素の関係 図 6　水溶性有機炭素と撥水性の関係
図 7　ECと pHの関係
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